
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
発行：福岡県青少年科学館 令和３年１０月 

気候変動観測衛星「しきさい」 
 

地球の様々な色（光の波長）を捉える 

 「しきさい」とは、宇宙から地球の気候変動を観測する

ことを目的とした地球観測衛星です。（平成 29 年 12 月

打上げ）「しきさい」には多波長光学放射計（SGLI）が搭

載されており、地球からの光を１９の領域に分けて観測し

ています。これにより、大気中に浮遊して日射を和らげて

いるエアロゾル（大気中のちり）や雲、二酸化炭素を吸収

する陸上植物や海洋プランクトンなどの分布を観測するこ

とができます。この観測を長期間行うことで、地球の熱の

出入りや生態系の分布がどのように変化していくのかの仕

組みを理解し、将来の気候変動の予測精度を高めることを

目的にしています。 

 また、SGLI が観測する表面水温や植物プランクトンの

分布のデータは、魚が多く生息する場所を教えてくれるの

で漁場の選定に、エアロゾルの様子は、黄砂の飛来状況監

視に生かされるなど、わたしたちの生活を支えています。 

 

人工衛星「しきさい」とは 

 

気候変動観測衛星「しきさい」（GCOM-C） 
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 2021 年 7 月、ＪＡＸＡと株式会社天地人は、気候変動に対応したブランド米を栽培するた

め「しきさい」由来の水田環境プロダクトの開発を開始したと発表しました。「しきさい」由来の

水田環境プロダクトとは、衛星の観測によって得られたデータを、水田の水管理に必要な数値に

変換したデータのことです。この水田環境プロダクトを取得するため、観測データの新たな解析

方法を開発していくそうです。 

 稲の生育には多くの水が必要です。また、水田に入れる水の量は気温や水温、稲の生育状況に

よって日々適切に管理する必要があります。そのため、稲作では朝夕の水田環境の見回りが欠か

せません。また、時間が限られる人の目による見回りでは、逐一情報を得ることが難しく、適切 

 

「しきさい」の観測データが稲作を助ける！？ 
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水量管理が課題となっています。 

そこで、人工衛星からの客観的な

観測データを用いて、刻々と変化

する稲の栽培環境をモニタリン

グすることで、農家の負担軽減

と、タイムリーな水管理を目指し

ています。日本の食文化の中心で

ある水稲農業と、宇宙産業をつな

ぐことで両者の発展に貢献して

いくことでしょう。  ©JAXA・天地人 

参考： JAXA | 株式会社天地人と JAXA、宇宙ビッグデータ米の栽培における気候変動観測衛星「しきさい」由来
の水田環境プロダクトの開発を目指した共創活動を開始 https://www.jaxa.jp/press/2021/07/20210712-1_j.html 
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